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第 165 回女川原子力発電所環境調査測定技術会資料 

 

令和４年度第２四半期報等の訂正について 

 

１ 概要 

今回報告する令和４年度環境放射能調査結果（年度報）をとりまとめている段階

で、改めて令和４年度第１四半期から第４四半期までの報告内容を確認したところ、

第２四半期分の記載に誤りがあったため訂正するもの。 

併せて、今回の件を踏まえ、過去１０年分の四半期報及び年度報について、記載

の誤りの有無について確認したので、その結果について報告し、訂正するもの。 

 

２ 訂正内容 

（１）令和４年度第２四半期報 

〇 本文１３ページ目 

２ 環境モニタリングの結果 

（２）周辺環境の保全の確認 イ 電離箱検出器による空間ガンマ線量率 

・ 女川局では、第２四半期の最大値は 107.3nGy/h を記録しており、福島第一原

子力発電所事故前の最大値である 103.3nGy/h を超過していたが、「同事故前の

測定値の範囲内であった」と報告していたため訂正するもの。 

＜訂正前＞ 

 

＜訂正後＞ 

 

   

参考資料－２ 
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・ なお、女川局で令和４年７月２２日に空間ガンマ線量率が同事故前の範囲を

上回った原因は、降雨による天然放射性核種の影響で上昇しているものであり、

この現象についてはスペクトル等により当時速やかに確認していた。 

 

（２）過去１０年分の報告に係る確認結果及び訂正内容 

過去１０年分の四半期報及び年度報について、本文の記載及びグラフの表記等

を重点的に確認したところ、測定結果の評価に影響を与えない範囲の誤記が５件

確認されたことから、別紙のとおり訂正する。 

 

３ 原因と再発防止対策 

四半期報等の資料については、報告用の測定結果の表と各測定機器より得られる

測定データと突合する方法などで、担当者と確認者の複数人で確認を行ったうえで

確定している。 

しかし、資料中の本文については、複数人で確認しているものの、確認すべき事

項が多く、その項目が共有できていなかったため、確認が不十分な部分が発生した。

今後は、過去範囲の超過等の有無や評価対象地点での検出の有無等の確認すべき項

目を列記したチェックシートを作成し、内容確認の強化を図る。 

  また、今回の反省を踏まえ、県民への正しい情報発信を心掛け、今後より慎重に

複数人での確認を行っていく。
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別紙 

 

① 陸土の Sr-90 濃度の推移（平成２８年度第３四半期報２４ページ目） 

正 誤 備考 

  

最大値は

1.6 Bq/kg

生である。 

  ※平成２９年度第３四半期、平成２８年度～令和元年度及び令和３年度も同様 
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② 環境試料の放射性核種濃度（平成２８年度報７ページ目） 

正 誤 備考 

 
 

陸土の Sr-

90(1.1 

Bq/kg 生)

は、過去範

囲(1.3～

1.6 Bq/kg

生)を下回

っている。 

 

③ 環境試料の放射性核種濃度（平成３０年度３四半期報１３ページ目） 

正 誤 備考 

  

表－２－４

にはアラメ

の結果も示

している。 
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④ 環境試料の放射性核種濃度（令和元年度報７、８ページ目） 

正 誤 備考 

 
（略） 

 

 
（略） 

 

エゾノネジ

モクは同事

故前には測

定を実施し

ていない。 

 

⑤－１ 環境試料の放射性核種濃度（令和３年度第１四半期報３ページ目） 

正 誤 備考 

 

 

 

 

Cs-134 が

検出された

試料は、陸

土の対照地

点のみ。 
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⑤－２ 環境試料の放射性核種濃度（令和３年度第１四半期報１２ページ目） 

正 誤 備考 
 

 
 

Cs-134 が

検出された

試料は、陸

土の対照地

点のみ 

 

 

 


